障害体験、介助サポート時の留意点

  障害体験や介助体験を通して、普段は見落としがちだったことを意識して行動してみてください。「安全第一」を心がけ、周囲の方の迷惑にならないよう気を付けましょう。

体験時でも、実際の介助サポート時でも、重要なのは、障がい者本人のニーズを正しく把握することです。

サポートされる側は、自分がどうしてほしいかをしっかり伝えてください。

サポートする側は、サポートされる人のニーズに応え、過保護になりすぎないよう、また遠慮しすぎないよう、「出来ないところを手助けする」気持ちで接してください。

　　

■ 介助サポートをする場合の注意点

視覚障害
    ・視覚障がい者の半歩前に立ち、肘を軽く持たせて歩く。

・周りの状況、段差の幅、高さなど、情報をことばで伝える。

    ・「それ、あそこ」などの指示語やあいまいな表現をさけ、出来るだけ具体的な言葉で表現する。

    ・二人分の幅をとって歩くことを念頭に置き、頭上の枝や看板などの障害物に気を付ける。

・せまい場所を通るときは声をかけて知らせ、持たせている腕を後ろの方にまわし、ガイドと視覚障がい者が縦一列になるよう誘導する。

    ・段差や階段の前では、いったん停まり、「階段をあがります」「階段が終ります」などと声をかけて知らせる。

    ・エレベーターやエスカレーター、電車の昇降口では、ガイドと視覚障がい者が横に並び、同時に乗降する方が安全。

・人ゴミでは特に注意。人の流れに逆らわないようにし、ホームで混雑するときは、人の流れが切れるのを待ってから移動するのもよい。

    ・危険な場合、大きな声で叫ぶ、腕を強く押す、白杖を引っ張る、などは避け、軽く身体に触れていったん動きを止めてから、状況を説明する。

　　・雨のときは、点字タイル、溝の蓋などが滑りやすくなるので注意する。

・視覚障がい者をひとりで待たせておく場合は、なにもない空間に放置するのではなく、柱や壁などの側か、椅子などに案内する。

・声をかけて状況を説明しながら、手をものに触れさせて位置関係などを知らせる。

（イス、壁、扉、てすり、点字部、お手洗いの内部、部屋や建物の構造）

・食事の時は、テーブルの上の配置や皿の中の料理の場所を“クロックポジション”で説明すると便利。手で触れさせて位置を知らせる場合、上から手を伸ばすと皿の中に手を入れてしまうことがあるので、卓上を伝うようにして触らせる。

　　・熱いものや丈の高いグラスなど、危険の予測されるものに注意して知らせる。

　　・はじめに声をかける時は、斜め前あたりから、名前を呼んで声をかけるのが基本。

      「○○さん、おはよう。△△です。」

聴覚障害　

　　・声をかけるときは本人に見えるところから、もしくは軽く肩をたたいて呼ぶ。

    ・自転車や自動車のクラクション、非常ベルなど、危険を判断するための音が聞こえないため、別の手段で伝えて、危険を避けられるようにする。

　　・コミュニケーションの方法を工夫する（筆談、空書、口話などの伝達方法がある）。

　　・聴覚障がい者の後ろ（見えないところ）で大事なことを話さない。

　　・数名で話すときは、話者がわかるようにし、顔を見て話す。

肢体不自由（車いす）
　　・雨のときは、車いすのタイヤが滑りやすいので注意する。

　　・急なくだり道は車いすを後ろ向きにして下りる。

・階段の上り下りも後ろ向きに下りる（２人～４人で持ちあげる）。

　　・砂、砂利、石、芝生の上は押しにくいのでできるだけ避ける。

　　・車いすへの乗り降りの際、障がい者が足置きを踏まないようあげておく。

　　・車いすへの乗り降り、階段の上り下り、坂道での停車の際はストッパーをかける。

　　・雨のときは傘よりもカッパの方が便利（障がい者も介助者も）。

　　・エレベーターに乗るとき、車いすに乗っている人の足が壁にあたらないようにする。エレベーターを降りるときは、後ろに人がいないか、エレベーター内の鏡で確認する。身障者マークがついているボタンを押すと、開閉時間が多少長くなるので利用する。

　　・段差をのりこえるとき、急にとまるときなどは声をかける。

　　

■ 障害体験をする際の注意点
    「安全第一」が基本です。危険と判断された場合は、障害体験をすみやかに中止して

    周りや自分の身の安全を確保をしてください！
    ホームや人ごみではなるべく人の流れを避けるようにし、周りの人に迷惑にならない範囲で障害体験を行うようにしましょう。

    視覚障害
・歩行が不安な場合は、介助者に知らせ、二人の位置や歩く速度、歩幅など調整してもらうようにする。

    ・雨天時は、点字タイル、溝の蓋などが滑りやすくなるので注意する。

・電車やバスに乗るとき、エスカレーターに乗るときは、介助者と横一列に並んで、距離や高さを聞き確認したうえで、同時に踏み込むようにする。

・慣れないうちは、歩幅を小さくし、階段の上り下りも、介助者のリズムにあわせ、ゆっくり歩く。（介助者との信頼関係が大切です）

    聴覚障害
    ・聴覚以外の感覚（視覚、触覚）で情報を得るよう、周囲に気を配るよう心がける。

    ・後ろからくる自動車の音、クラクションなど聞こえないので注意する。

    ・そばを通り過ぎる自転車にも注意する。

    ・曲がり角などで、出会い頭に人とぶつかる危険があるので注意する。

    ・非常時のベルや放送などが聞こえないので、周りの動きをよく見て、サポートの人の指示に従う。

    ・周りで何が起こっているか分からず不安なとき、相手が伝えたつもりでも自分が理解できていないときなどは、理解できていない、わからない、ということを伝え、筆談してくれるようお願いする。

    肢体不自由（車いす）
    ・車いすを乗り降りする際、足置きを踏まないようにする（踏むと転倒の恐れあり）。

    ・雨の時は、傘よりカッパの方が便利で安全。

    ・エレベーターを降りるとき（後ろ向きに出ることが多い）、後ろに人がいないか、鏡で確認する。

　　
